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カ イ ゴ・
プライド

井上教授

カ
イ
ゴ
・
プ
ラ
イ
ド
（
Ｋ

Ａ
ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｐ
Ｒ
ｉ
Ｄ
Ｅ
、

渋
谷
区
、
マ
ン
ジ
ョ
ッ
ト
・

ベ
デ
ィ
代
表
）
は
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
と
デ
ザ
イ
ン
の
祭
典

「
東
京
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ

ロ
ン
２
０
２
４
」
に
参
加
。

17
日
に
は
原
宿
・
キ
ャ
ッ
ト

ス
ト
リ
ー
ト
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー「
リ
ン
ク
・
ウ
ォ
ー

ク
」
を
開
催
。
特
養
な
ど
の

介
護
職
員
10
人
と
利
用
者
５

人
が
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ

ト
を
歩
い
た
（
写
真
）。

同
社
は
こ
れ
ま
で
写

真
展
な
ど
を
通
じ
て
、

介
護
職
員
の
魅
力
を
発

信
し
続
け
て
き
た
が
、

併
せ
て
介
護
の
利
用
者

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

社
会
の
多
様
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
高
齢
者
へ
の
偏
見
が
根

強
く
残
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で

は
、
介
護
者
と
利
用
者
の
相

互
的
な
関
係
を
表
現
し
た
。

　

出
演
後
、
職
員
は
「
自
分

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
様
々

な
人
が
応
援
し
て
く
れ
る
業

界
だ
と
思
い
ま
し
た
」
と
話

し
、
利
用
者
は
「
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
息
子
と
握
手
し
た

ら
、
他
の
人
も
手
を
差
し
出

し
て
く
れ
ま
し
た
」
と
話
し

た
。
リ
ン
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
に

協
力
し
た
事
業
者
は
次
の
と

お
り
。
奉
優
会（
世
田
谷
区
、

香
取
寛
理
事
長
）、
千
寿
会

（
熊
本
県
下
益
城
郡
美
里
町
、

白
石
靖
理
事
長
）、
ベ
ス
ト

リ
ハ
（
台
東
区
、
渡
邉
仁
社

長
）、ケ
ア
メ
イ
ト（
品
川
区
、

板
井
佑
介
社
長
）。

け
に
花
柄
や
猫
柄
（
写
真
）

な
ど
２
種
類
、
男
性
向
け
に

甚
平
風
の
デ
ザ
イ
ン
１
種
類

を
展
開
。
価
格
は
４
４
０
０

円
（
税
込
）。
お
食
事
エ
プ

ロ
ン
は
犬
柄
や
レ
ー
ス
な
ど

５
種
類
を
展
開
。
価
格
は
１

６
５
０
円
（
税
込
）。

　

今
後
も
同
ブ
ラ
ン
ド
で
企

画
・
拡
大
予
定
だ
と
い
う
。

同
社
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ク
ロ
ス

マ
ル
シ
ェ
」
の
ほ
か
、
全
国

の
総
合
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
て

販
売
中
。
問
い
合
わ
せ
は
同

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

　

２
０
２
３
年
度
居
住
支
援

全
国
サ
ミ
ッ
ト
が
11
日
に
開

催
さ
れ
た
。
国
土
交
通
省
と

厚
生
労
働
省
が
、
い
わ
ゆ
る

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す

る
施
策
や
知
見
を
共
有
す
る

場
と
し
て
主
催
。
今
回
は
８

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
改

正
案
と
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
改
正
案
に
焦
点
が
当
て

ら
れ
た
。

　

国
交
省
・
石
坂
聡
住
宅
局

長
は
前
者
の
改
正
の
背
景
に

関
し
て
、「
昔
に
比
べ
て
、

家
族
を
頼
り
に
で
き
る
人
が

少
な
く
な
っ
た
現
実
を
踏
ま

え
て
い
る
。
今
後
は
家
族
単

位
で
は
な
く
、
街
づ
く
り
の

観
点
か
ら
居
住
支
援
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
」と
語
っ
た
。

村
が
認
定
し
、
供
給
の
促
進

を
図
る
。
ま
た
、
居
住
支
援

協
議
会
の
設
置
を
市
区
町
村

の
努
力
義
務
と
し
て
い
る
」

と
説
明
し
た
。
厚
労
省
老
健

局
高
齢
者
支
援
課
・
峰
村
浩

司
課
長
は
30
〜
50
代
の
持
ち

家
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
、「
彼
ら
が
高

齢
者
に
な
っ
た
時
に
安
心
し

て
賃
貸
住
宅
に
住
む
必
要
が

あ
る
」
と
語
っ
た
。
厚
労
省

社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
室
・

米
田
隆
史
室
長
は
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
改
正
案
に
関

し
て
「
市
区
町
村
の
住
宅
確

保
要
配
慮
者
に
対
す
る
相
談

体
制
を
明
確
化
し
、
入
居
後

の
見
守
り
支
援
は
努
力
義
務

と
す
る
」
解
説
し
た
。

　

日
本
社
会
事
業
大
学
専
門

職
大
学
院
・
井
上
由
起
子
教

授
は
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者

が
家
族
・
友
人
・
知
人
と
の

関
係
か
ら
成
る
「
サ
ポ
ー

テ
ィ
ブ
関
係
」、
不
動
産
業

者
と
の
「
顧
客
関
係
」、
相

談
援
助
職
と
の
「
支
援
対
象

関
係
」
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
と
説
明
し
た
。
ま
た
、

高
齢
者
と
生
活
困
窮
者
で
は

支
援
の
性
質
が
異
な
る
と
指

摘
。
前
者
は
身
体
・
認
知
機

能
の
低
下
を
助
け
る
介
護
が

必
要
で
あ
り
、
後
者
は
成
人

に
な
る
過
程
で
獲
得
で
き
な

か
っ
た
自
尊
心
や
他
者
と
の

信
頼
関
係
を
養
う
た
め
の
手

段
的
サ
ポ
ー
ト（
現
物
・
サ
ー

ビ
ス
給
付
）
と
情
緒
的
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
と
説
い
た
。

ま
た
、
厚
労
省
・
間
隆
一
郎

老
健
局
長
は
「
今
後
、
単
身

高
齢
者
が
増
加
す
る
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が

懸
念
さ
れ
る
。
地
域
包
括
ケ

ア
の
推
進
の
た
め
に
は
住
宅

の
確
保
が
必
要
に
な
る
。
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
法
を
改

正
し
、
自
治
体
の
役
割
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
、
現
場
に

必
要
な
体
制
を
整
え
て
い

く
」
と
話
し
た
。

　

次
に
国
交
省
住
宅
局
安
心

居
住
推
進
課
・
津
曲
共
和
課

長
が
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
改
正
法
案
に
つ
い
て
解

説
。「
居
住
支
援
法
人
の
業

務
に
残
置
物
処
理
を
明
記

し
、
こ
れ
が
運
営
す
る
居
住

安
定
援
助
賃
貸
住
宅
（
居
住

サ
ポ
ー
ト
住
宅
）
を
市
区
町

気
分
が
上
が
る
介
護
服

現
場
の
声
反
映
し
発
売

ク
ロ
ス
プ
ラ
ス

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
ク

ロ
ス
プ
ラ
ス
（
名
古
屋
市
、

山
本
大
寛
社
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
機
能
性
と
デ
ザ
イ
ン
性

に
長
け
た
介
護
服
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｍ
Ｅ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
〜
私
の

た
め
の
介
護
服
〜
」
を
新
た

に
展
開
、
現
場
の
声
を
も
と

に
開
発
し
た
「
介
護
パ
ジ
ャ

マ
」
と
「
お
食
事
エ
プ
ロ
ン
」

を
発
売
し
た
。

　

介
護
パ
ジ
ャ
マ
は
女
性
向

物心両面のサポート必要
国交・厚労省 居住支援全国サミット

職
員・利
用
者
が
原
宿
で
共
演

施
設
を
出
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

Ｑ
Ｏ
Ｌ
リ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
す
ぐ
り
１

　
「
Ｐ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」。
そ
れ
は
リ
フ
ォ
ー
ム
実

績
年
間
２
万
件
以
上
を
誇
る
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ

ジ
フ
リ
ー
の
社
員
が
、「
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
人

間
力
」「
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
」「
プ
レ
ゼ
ン
力
」
を
競

い
合
う
、
年
に
１
度
の
社
内
コ
ン
テ
ス
ト
だ
。
２

０
２
４
年
１
月
23
日
に
第
23
回
が
開
催
さ
れ
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
中
部
営
業
部
中
部
リ

フ
ォ
ー
ム
課
の
中
田
勝
英
さ
ん
が
発
表
し
た
『
終

の
棲
家
』
が
銀
賞
を
受
賞
。
80
歳
代
で
要
介
護
１

の
夫
（
Ｔ
さ
ん
）
と
要
支
援
２
の
妻
（
Ｙ
さ
ん
）
が

60
年
近
く
暮
ら
し
続
け
て
き
た
木
造
２
階
建
て
の

自
宅
を
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
こ
れ
か
ら
も
快
適
に
過

ご
す
た
め
に
リ
フ
ォ
ー
ム
を
手
が
け
た
も
の
だ
。

　

Ｔ
さ
ん
は
筋
力
低
下
に
よ
り
歩
幅
が
小
さ
く
、
浴

槽
へ
の
出
入
り
と
、大
き
な
段
差
の
上
が
り
下
が
り
、

屋
外
で
の
自
力
歩
行
に
見
守
り
や
介
助
が
必
要
な

状
態
。
家
屋
面
積
も
広
い
た
め
、
特
に
リ
ビ
ン
グ

か
ら
ト
イ
レ
ま
で
の
移
動
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

送
迎
車
に
乗
り
降
り
す
る
ま
で
の
移
動
に
は
、
見

守
り
介
助
を
行
う
妻
の
Ｙ
さ
ん
の
負
担
が
大
き

か
っ
た
。
屋
外
へ
の
移
動
用
に
手
す
り
を
付
け
て

ほ
し
い
と
い
う
の
が
最
初
の
依
頼
だ
っ
た
。

　

手
す
り
の
設
置
か
ら
１
カ
月
後
、
想
像
以
上
に

生
活
が
楽
に
な
っ
た
Ｔ
さ
ん
夫
婦
か
ら
、
今
度
は

屋
内
全
般
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
依
頼
さ
れ
た
。
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
中
田
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
困
り
ご
と
や

要
望
を
丹
念
に
聞
き
取
り
、
各
部
屋
の
課
題
を
洗

い
出
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
歩
幅
が
小
さ
く
体

の
向
き
を
変
え
る
こ
と
が
難
し
い
Ｔ
さ
ん
の
転
倒

防
止
や
、
段
差
が
な
く
滑
り
に
く
い
環
境
に
配
慮

し
た
浴
室
、
洗
濯
物
を
物
干
し
場
ま
で
運
ぶ
Ｙ
さ

ん
の
膝
の
負
担
軽
減
と
い
っ
た
早
期
に

改
善
が
必
要
な
課
題
へ
の
提
案
だ
け
で

な
く
、
将
来
的
に
Ｔ

さ
ん
が
車
い
す
使
用

の
生
活
に
な
っ
た
場

合
も
想
定
し
た
プ
ラ

ン
を
提
示
。
さ
ら
に
、

夫
婦
が
生
き
が
い
と

し
て
い
る
こ
と
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

長
期
目
標
も
設
定
し

た
。
別
宅
で
暮
ら
す
娘

さ
ん
か
ら
の
要
望
も
踏

ま
え
つ
つ
、
最
終
的
に

は
１
回
の
工
事
で
将
来

に
わ
た
っ
て
Ｔ
さ
ん
夫

婦
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
最
も
滞
在
時
間
が

長
い
リ
ビ
ン
グ
を
中
心

に
、
動
線
が
短
く
、
効

率
的
に
移
動
で
き
る
よ

う
に
す
る
プ
ラ
ン
と
し

た
。リ

フ
ォ
ー
ム
後
、
Ｔ
さ
ん
は
入
浴
や
ト
イ
レ
へ

の
移
動
が
自
立
し
、
Ｙ
さ
ん
の
膝
の
負
担
も
軽
減

さ
れ
る
な
ど
２
人
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
は
目
に
見
え
て
改
善

し
た
。
１
カ
月
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
「
こ
れ

か
ら
の
大
切
な
時
間
を
妻
と
楽
し
く
過
ご
せ
そ
う

で
す
」（
Ｔ
さ
ん
）、「
こ
ん
な
に
気
持
ち
が
嬉
し

く
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」（
Ｙ
さ
ん
）と
、

喜
び
の
声
が
。
中
田
さ
ん
は
こ
の
事
例
を
通
じ
て

「
最
初
に
設
置
し
た
手
す
り
が
意
欲
向
上
の
き
っ

か
け
に
な
り
、Ａ
Ｄ
Ｌ
が
改
善
し
た
だ
け
で
な
く
、

お
２
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
も
向
上
し
た
と
感
じ
た
」
と
考

察
し
た
。

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
の
松
元
崇
専
務

取
締
役
は
「
お
客
様
が
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増

え
る
と
、
次
に
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
る
こ
と

が
分
か
る
良
い
事
例
だ
っ
た
。
人
の
介
助
が
不
要

で
自
分
の
意
思
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
る
の
が
住

宅
改
修
の
メ
リ
ッ
ト
。
さ
ら
に
、
当
社
の
プ
ラ
ン

ナ
ー
は
、
今
と
将
来
の
身
体
状
況
、
家
屋
状
況
な

ど
長
い
目
線
で
最
初
の
打
ち
合
わ
せ
か
ら
、完
工
、

そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

こ
れ
が
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ

だ
か
ら
こ
そ
の
価
値
」
と
講
評
。
今
後
も
お
客
様

の
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
リ

フ
ォ
ー
ム
」
を
提
案
し
て
ほ
し
い
と
話
し
た
。 広 告

『終の棲家』――できなくなってしまったことを出来るように今できることをこれからもつづけられるように
これからしたいことが出来るように

くらしの中で「できる」ことを増やし、そして、次に「やりたい」ことに
向かっていただきたい、そんな思いをシンボルマークにしました。
パナソニックの介護用品で「心身が前向きに、その先に歩みだす」。
私らしくいきいきとしたくらしを実現できる社会を創ること
それが私たちの存在意義です。
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